
事例２ 新しい表現方法を十分試したり共有したりすることで、知識及び技能の育成をねらった事例 
 

 

 

 

 

 

 

１ 題材名 「絵のぐを『スーッ』とのばしたら」 

  【第２学年】Ａ表現⑴イ、⑵イ、Ｂ鑑賞⑴ア、〔共通事項〕⑴ア、イ絵に表す活動 

２ 題材について 

⑴ 児童の実態（略） 

⑵ 本題材を指導するに当たって 

  本題材は、ヘラでのばした絵の具の形や色から感じたことや想像したことを基に表したいこと

を見付け、工夫して表す学習である。絵の具を、ヘラを使って画用紙に薄くのばしていくことで

下にある色が透けて見えたり、隣の色との境目がはっきり見えたりと、筆でかく時とは違った色

の感じが現れてくる。また、絵の具をヘラでのばす行為は筆でかくことに比べて偶然性の度合い

が高くなり、思いがけない形や色が現れてくる。様々なのばし方や置き方を試す中で、生まれた

形や色の面白さや美しさから感じたこと、想像したことをきっかけとし、そこから自分の表した

いことを見付け、広げ、実現していく学習活動を通して、児童の資質・能力の育成を図っていく。 

３ 目標及び評価規準（※〔共通事項〕⑴ア、イはア     、イ     で示す。） 

⑴ 題材の目標 

 ・絵の具をヘラでのばしたときの感覚や行為を通して、形や色などに気付く。 

 ・絵の具に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、いろいろなのばし方を試し

たり組み合わせたりしながら表したいことを基に表し方を工夫して表す。   〈知識及び技能〉 

 ・ヘラでのばした絵の具の形や色などから感じたことや考えたことを基に、表したいことを見付

け、画用紙や絵の具の色などを選んだり、絵の具をのばした感じを生かしたりしながら、どの

ように表すかについて考える。 

 ・絵の具をヘラでのばしてできた形や色を基に、自分のイメージをもつ。 

 ・自分たちの作品や身近な材料などの造形的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などにつ

いて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。    〈思考力，判断力，表現力等〉 

 ・楽しく絵の具をのばし、そこからもったイメージを基に表現したり鑑賞したりする活動に取り

組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとする

態度を養う。                          〈学びに向かう力，人間性等〉 

⑵ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知絵の具をヘラでのばし

たときの感覚や行為を

通して、形や色などに

気付いている。 

技絵の具に十分に慣れる

とともに、手や体全体

の感覚などを働かせ、

いろいろなのばし方を

試したり組み合わせた

りしながら表したいこ

とを基に表し方を工夫

して表している。 

発ヘラでのばした絵の具の形や色などを基

に、自分のイメージをもちながら、感じたこ

と、想像したことから、表したいことを見付

け、画用紙や絵の具の色などを選んだり、絵

の具をのばした感じを生かしたりしなが

ら、どのように表すかについて考えている。 

鑑ヘラでのばした絵の具の形や色などを基

に、自分のイメージをもちながら、自分た

ちの作品や身近な材料などの造形的な面白

さや楽しさ、表したいこと、表し方などに

ついて、感じ取ったり考えたりし、自分の

見方や感じ方を広げている。 

態つくりだす喜びを

味わい、楽しく絵

の具をのばして絵

に表したり、鑑賞

したりする学習活

動に取り組もうと

している。 

※それぞれの評価規準は「内容のまとまりごとの評価規準（例）」を、そのまま使用したり、具体

的な学習活動を踏まえ言葉を省略や変更したりするなどしている。（下線部は変更箇所） 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  絵に表す活動 

〇事例のポイント 

① 新しい表現方法を十分に試すことで、様々な表現方法を思い付くようにする。 

② 自然と友人の活動や作品に目が向くような場の設定をする。 

③ ＩＣＴ端末を用いて、学習を振り返り、共有する。 



４ 指導と評価の計画（全４時間扱い） 

               〇：指導に生かす評価、◎：全員の学習状況を記録に残す評価 

時 

間 

学習のねらい・学習活動 

評価の観点、評価方法等 

備 考 
知識・技能 

思考・判断・

表現 

主体的に学
習に取り組
む態度 

知 技 発 鑑 態 

１ 

・絵の具をヘラで画用紙にの

ばす。 

・絵の具をのばしてできた形

や色などに気付く。 

・絵の具に十分に慣れる。 

◎ 

観 察 

対 話 

記 述 

◎ 

観察 

対話 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

観察 

対話 

作品 

作品カード 

記述 

１時間目の「知

識・技能（技

能）」は、ヘラで

絵の具をのばす

活動を通して、

絵の具に十分に

慣れているかと

いう視点で評価

していく。 

 

 

 

 

３時間目の「知

識・技能（技

能）」は、表した

いことに合わせ

て、表し方を工

夫しているかと

いう視点で評価

していく。 

 

「主体的に学習

に取り組む態

度」は、活動全

体を通して把握

し、最後に記録

に残す。 

 
 
 
 
 

２ 

・絵の具をのばしてできた形

や色などからイメージをも

つ。 

・絵の具をのばしてできた形

や色などから感じたことや

考えたことを基に、表した

いことを見付け、どのよう

に表すかについて考える。 

  

◎ 

観察 

対話

作品 

 

３ 

・さらに絵の具をのばした

り、様々な材料を使ったり

しながら、表したいことに

合わせて工夫して表す。 

 

 

 

 

◎ 

観察

対話 

作品 

 

 

 

 

 

○ 

 

４ 

・自分たちの作品を見合っ

て、感じ取ったり考えたり

し、見方や感じ方を広げ

る。 

   

 

◎ 

観察

対話 

作品 

記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 本時の学習（本時 １／４時） 

⑴ 目標 ・絵の具をヘラでのばしたときの間隔や行為を通して、形や色などに気付く。 

     ・絵の具に十分に慣れるとともに、手や体全体の感覚などを働かせ、いろいろなのば

し方を試したり組み合わせたりする。             〈知識及び技能〉                                 

⑵ 準備 

○教師：共用絵の具、ヘラ、ケント紙、色画用紙、新聞紙、ＩＣＴ端末 

 ○児童：ぞうきん 

⑶ 展開 

過

程

時

間 

学習活動 

予想される児童の 

具体的な姿（「 」） 

指導の工夫 

（〔共通事項〕に係る内容 

ア   、イ   ） 

評価と手立て 

【観点】：評価規準（評価方法） 

◎ ：十分満足できる状況 

◆ ：Ｂ評価に達しない児童への手立て  

導

入

７

分 

 

 

１ 教師の示範を見て、

ヘラを使うかき方を理

解する。 

 

 

２ どんなのばし方がで

きそうか出し合う。 

「くねくねの線もかいて

みたいな。」 

「虹みたいに曲がった線

をかいてみたいな。」 

「かいた線の上から重ね

ていったらどうなるか

な。」 

 

 

○実際にやって見せることで、児童の

「やってみたい」という思いを引き出

すようにする。 

○絵の具の置き方やのばし方を確認す

る。 

○画用紙は１人２枚使ってよいことを伝

える。 

○まっすぐな線だけでなく、曲がった線

や丸い形、交わった線など様々な表現

ができることを共有することで、工夫

して表現する意欲を引き出す。 

○活動に夢中になるあまり、形や色に注

目することを忘れないように、自分が

いいなと思う形や色をつくっていくよ

う助言する。〔共〕 

 

 

 

 

 

 

 

【知・技】かいた線の形や

色に気付き、表現につ

なげている。 

（表現・行動観察・対話） 

◎かいた線の形や色の重

なりやその変化などの

面白さに気付き、より

よい表現につなげてい

る。 

◆ヘラでのばした形や色

などに気付いておら

ず、表現につながって

いない児童には、何色

の絵の具を使おうか、

など形や色などを視点

に問いかける。 

 

 

 

 

 

【知・技】絵の具に十分

に慣れ、表したいこと

に合わせて、ヘラの動

かし方や色の組み合わ

せ方を工夫している。 

（表現・行動観察・対話） 

◎絵の具に十分に慣れ、

表したいことに合わせ

て、ヘラの動かし方や

色の組み合わせ方など

展

開

31

分 

３ ヘラをつかっていろ

いろな方法を工夫しな

がらかく。 

 

「新幹線みたいな線がで

きたよ。窓をかきたし

てみようかな。」 

「上から重ねて線を 

引いたら、下の絵の具

の色が透けてきれいだ

な。」 

「ヘラに残った絵の具を

点々と付けてみた

よ。」 

「画用紙を回してかいた

ら丸い線ができた。」 

○自分がかいた線の形や色に注目してい

る児童のつぶやきを拾ったり共感した

りする。〔共〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案 えのぐをヘラでのばしてみよう。 

 

 

 

児童がのばし

方を試す場面 

事例のポイント① 

画用紙や絵の具の色を選択したり、

のばし方を試したりすることを通し

て、のばした絵の具の形や色などを

捉え、自分のイメージをもちながら

繰り返し表現していくことができる

ようにする。 

編 P111指導
計画の作成の
留意事項⑵ 



  

 

 

○かきかたを工夫している児童の活動に 

 対して価値づける声かけをする。 

○思う通りにかけなくても、その形や色 

 のよさに注目できるように声をかけた 

 り、付け足していくことを薦めたりし 

 ていくことで、児童が新しい価値を見 

 付けていけるようにしていく。 

○かいた画用紙は図工室に吊るしておく

ようにする。 

○児童の考えを聞いたり、表現の工夫を

称賛したりして、児童が自信をもって

楽しく活動ができるようにする。 

新しい表現を積極的に

試して工夫している。 

◆同じのばし方や色を繰

り返していて、表現の

広がりがない児童に

は、友人の活動を参考

にすることで、様々な

のばし方や、色の組み

合わせ方を試してみる

ように声をかける。 

【○態】つくりだす喜びを

味わい、楽しく絵の具

をのばして絵に表す学

習活動に取り組もうと

している。 

（表現・行動観察・対話） 

 

 

 

 

 

 

 

整

理

７

分 

４ １人１台端末で今日

つくった作品を写真で

撮影し、形や色などに

ついて気付いたことや

どのようなのばし方を

したのかを書き、活動

の振り返りを行う。 

「画用紙をくるくる回し

てかいたらカラフ

ルな丸がかけました。」 

「白く透けている感じが

する。クラゲみたいだ

と思った。」 

 

５ 次時の流れを確認す

る。 

「今度はクレヨンで自分

や友達をかきたしたい

な。」 

◯第１時、第３時の終わりに作成途中の

作品を１人１台端末で写真を撮影して

おくことで自分の表現の変化を振り返

ることができるようにする。（eポート

フォリオ） 

○撮影した写真を共有することで、友人

の表現の面白さや楽しさに気付くこと

ができるようにする。 

○次回以降の、学習の見通しをもつこと

ができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

６ 補足 

⑴ 在籍児童数 37名 

⑵ 場の設定 

新しい画用紙（材料）を図工室の中心に置いたり、できあがった作品は図工室に吊るした

りしておくことで、児童が移動する途中に自然と友人の作品に目が向くようにする。 

事例のポイント② 

自分の作品を教室に吊るして乾燥させ

ることで自然と友人の作品に目が向い

たり、会話が生まれたりすることで、

新たな発想や構想、技能の手掛かりを

得ることができるようにする。 

 

編 P111 指導計
画の作成の留意
事項⑵ 

事例のポイント③ 

自分の作品を 1人１台端末で撮影し、

今日の目標に対する振り返りをすると

共に、友人の作品やコメントも見合え

るようにする。 

児童が作品を吊るす場面 

児童が撮影した作品 

【指導に生かす評価】 

友人の活動に目を向け、

自分の活動に生かした

り、様々な方法を試した

りしている児童の学習状

況を把握し、指導に生か

した。 

 知＝「知識・技能」の知識に関する評価規準、技＝「知識・技能」の技能に関する評価規準、   

 発＝「思考・判断・表現」の発想や構想に関する評価規準、鑑＝「思考・判断・表現」の鑑賞 

 に関する評価規準、態＝「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を表す。 

 ※【記録に残す評価】は□、【指導に生かす評価】は〇で示している。 


